
このたびは、ミツバ「バックオーライ」をお買上げいただきまして、ありがとうございます。

この取扱説明書は、製品の正しい使い方や取り付け方、使用上の注意について記載してあります。

取扱説明書を最後まで必ずお読みいただき、正しく製品を取り付け、お使いください。

また、取扱説明書が必要になったとき、すぐに利用できるように大切に保管してください。

9安全に関する注意事項

詔書と意味は次のようになっています。

響議蟹 �∴： �一‾露 �‡取扱いを練った櫓合、死亡または重傷を合う可能性が確定されることを類誌します． 
憩また、選録に違反することを意曝します． 

享取扱いを蹟った場合、傷害を合う危験が想定されることを貴誌します． 宣また、製品を嬉傷・・敵陣させる恐れかあることを意味します・ 
、言 霊や：ぐ∴ �絡三三諦涼妾 一、く－ 

護憲霊蓋蓋≡≡話芸三三萎ニ三三二三二二、三三三言二二因二二表題 ���� 

○／砂クオーライは、運転操作の精勤装置として膚善　　・n 

物をブザーで知らせるもので運転音の注意震務を軽　－ � � �綬 � 
減するものではありません．パック蹄は後方、周囲 

の安全を充分確認してください。また、当製品を使 

月中に発生した事故に対し、当社では責任を負い兼 

ねます． ��‘巻き≡： 

○パックオーライは後方障害物感知愛鷹です。

違う目的で使用すると、取り付けた鎖線の故障やセ

ンサーの誤動作の原因となります。

〃パックオーライの配線接続時は、バッテリーケーブ

ルのマイナス繕手をはすしてから作業をしてください。

ケーブルをはずさないで作業すると、配線がショー

トして感電などのケガや裏面火災を起こすおそれが

あります．

0パックオーライの配線接続欝は、付虞の工レクトロ

タップのフタを睦美にロックしてください←エレク
トロタップの金運都が重体の金属部などに接触する

と、ショートして感電などのケガや裏面火災を起こ

すおそれがあります。

田仕　　　様

機種 章C・OIBには �C－OIB（センサー1倍付のパックオーライです。） C－02B（C－OIBの追加センサーです／センサーの追加は1億までです。） 

C－03日（センサー2億付のバックオーライです。） 

煽りのC・02B（追納センサー）を追加すると感知範囲を広げることができます。 
章C・03Bには月 �ij売りのC－028（追加センサー）を追加できません。 

∴定格筆圧 �DC12V自動車用 

機　　能 �シフトレバーをバック（R）の位置にすると、超音波センサーで障害物の 
惑知を始めます。 

障害物から90cm以内に車が近づくと、3種類のブザー音で運転者に 

知らせます。 

センサーの 感知範囲 （イメージ図） �‾　感知闘　　　　　　　　　　　　　　　　　センサー 

サー1億付） �　　　　　cm ●センサ－の薮卸範囲は陣書物の形や大きさによって変わります。 

01台の重に、2セット以上のバックオーライを取り付けな

いでください。蹟動作します。

○ゼシザーを壷の全長、全幅、宝露が変わる位置に取り付

けないでください。道路法・車両制限令、逼蕗交通法な

どの法令を厭きしてください．

0電磁式パックホーンやネオン管などの尭停機内麓晶を取

り付けた蔓にパックオーライを取り付けないでください．

誤動作の原因となります。

○バックオーライは12V車専用です．24VI12V変換霧（DC－

DC変換穏）を使用して取り付けないでください。誤動作

の原因となります．

○製品を分解、塗装、改造しないでください．

製品を憲としたり、ぶつけたり、強い衝撃を与えると破

損、敵陣の原因となります。

〃センサーを壷の前蝕（フロント）に取り付けないでくだ
さい。エンジンノイズ●で誤動作する原因となります。

○パックオーライは、リヤエンジン壷●、ミツドシップエン

ジン重r●に取り付けないでください。エンジンノイズで

顕動作する原因となります。
‘リセエンジン重　　　　　　　　　　”‘ミツドシップ霊

エンジンをさの緩蘭（こ癖重したす．エンジンを章の中央割く運転慮緩）に

慧暮した車．

○結　成　部　品

製品を取り付ける前に、中身の部品を確かめてください。（C－02Bはセンサー、ゴムパッキンl各1個）

センサー（C－018は1闘IC038は2餌）・コントロールユニット・ブザーユニット・工レクトロタップ（2倍）・

両面テープ・ゴムパッキン（GOlBは1日IC－038は2倍）・ブザーマット・ネジ（2本）・取扱説調書（展駈書付）

《保証規定》 

お買い上げいただきました本製品は：当社の厳しい品質管理のもとで製造されたものです。　　　　保証の範囲や条件など詳しい内容について説明します。必ずお読みください。 

万一、材料上あるいは製造上の不具合がありました場合には、この保証害に示す条件にした　　　　　つきに該当する場合は、保証期間内であっても保証の対象となりませんのでご注意ください。 

かって無料で修理させていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　●製品を分館、改造した形跡が認められた場合。 

●修理は、お買い求めの販売店または、当社窓口に保証書、不具合内容を提示の上、こ依頼ください。　　　　　●あ容横の故意、または過失による事故と認められた塙合。 

●この保証書は保証期間が満了した時に効力を失うものとします。また保証期間内であっても　●地震、台由、水害などの天災ならびに火災、事故、その他紛争などによる掘傷が認め 製品が日本国外に持ち出された時にも効力を失うものとします。　　られた揚合。 nhiswarrantyisvaIidonNlnjapan・）　　　　●保証書の提示がないがあるいは記載内割こ不足がある場合。 ●この保証蜜は破損または紛失した場合でも再発行はいたしませんので大捌こ俣害してください。●取扱説明書に書かれている注患事項を専らぢかったために発生した鯨善についこ 



田使用工具

〇十ドライバー

○テスターまたは、験宙ランプ（12V用）

9配線図（レイアウト）

○スバナ

図は、C－039または、C－018＋C－028の状館を表わしています．

田取り付け方法

i詮㌣　　ブサ‾？）蛮卜 

●11∴ 　敏郎 　I � �置 コ i ド勢多 

1盤　“ ㊥‾霧フ㌃五三二葎 　　　　工レクトロ ��lヽ ップ 

ノ　　　∴　∴、 � �‾∴’－　∴ 

配纏纏機略は、ltッテリーケーブIlのマイナス握手を離す 

してから情意をしてください． 

ケーブルを慮すさ捻いす惰葉すると、電機がショートして 

郵軍などのケガや車両火災を露こするそれがあります． 

田センサーの取り付け

○シフトレバーをltツクの）の億重にした状飯で、コード緩

続するとブザー抑り放しなります．惰葉中隊、シフトレ

バーをパック（R）に入れないでください．

0コードを延最したり、即断して矩くし砿いでください．

せシザーの鼠動作や敵機の原因になります．またコード引

き込み割め、ら濃水し魯いようiこ電機してください．

（1）ゴムパッキンの鑓付け（図日）

・センサーに付属のゴムパッキンを取り付けます．

（ゴムパッキンは、センサーを重体のカーブに密なさ

せるために使います．）

（2）せシザーの取り付け位置決め（図2）
・取り付け範囲内でセンサーの取り付け位轟を決めます。

（背面スペアタイヤ婆意剥こ取り付ける揚合、タイヤを

鐙知しないようにご注意ください．）

（3）センサーのコードを配続く図3）

●センサーのコードをトランクルームやカーゴルームに

瞳実に引き込みます．重体のスキマなどを利用して、

コードが垂れ下がらないようにします．
・コードが直線金虞に触れる箇所はコードの徹組が傷つ

かないように、テープなどを巻いて十分俣覆してくだ

さい．

（4）もシザー石臼定（図4）

・センサーの薄下を防ぐために、取り付ける部分のゴミ、

油分、水分を中性洗剤やきれいなかわいた布で取り除

いてください．
・センサーの裏側に両面テープ（2cmx2cm）を貼り付

けます．
・センサーを車体に取り付けます．（センサーコードが

上または、下にくるように取り付けてください．）

（5）コントロールユニットへの緩続（図5）

・センサーコードのコネクターをコントロールユニット

のカプラー（「2」の表示）に接続します．

回ブザーユニットの接続
。。i‾　　　　　‾　　　∴　〉 � � �㌻∵＼　’－‾1〝、‾∴∴　　‾‾1 

○エレクトロタップのフタは確実にロックするまでベンチ、ブライヤー電圧重してください． 

エレクトロタップの金田部が事体の金田部塩ビに接触するとショートしてケガや書斎火 

炎の原因になります． 
〃横田ランプ、テスターなどで電圧を龍田する場合を隙き、バッテリーケーブルのマイナス鱒 

子を外して作賞を行ってください。、外さすに作業をするとショートしてケガや豪商火災の 

原因になります． 

S重体の内重りを隊すす織合慮、肉曇りを固定してい∴∴糠寒ランプでの露しかた

る爪龍や臼定積呂を破機させないでください。

敵機すると肉張りを正黛に取り伽すられません．

（1）バツクランプのソケットを蝶します．
・遇黛、トランクルーム内のパックランプの内倒位塵に

あるフタ、肉張りなどを外すとパックランプのソケッ

トが見られるようになります．

（2）ブザーユニットの原色コードの綾続
・／くツクランプに綾織されているコードでシフトレバーをパック（R）の位露にすると電圧（約12V）が

出るコードをテスターまたは援軍ランプで探してください。
・付虞のエレクトロタップを使ってコード（こブザーユニットの赤色コードを接練してください．

（3）ブザーユニットの薫eコードの纏続

●パックランプに綾織されているコードで、黛に電圧が出ない（0＞）コードをテスターまたは、技

電ランプご探してください．
・付虞のエレクトロタップを使ってコードにブザーユニットの黒色コードを綾統してください．

（また黒色コードはボディアースに授緋しても構いません．）

（4）ブザーコードのコネクターをコントロールユニットのカプラー（「3」の表示）に藍続してください．

エレクトロタップの震続方法

④iこ舎コードをセットレます． �持し込みます． �★ �⑨刷コード 

（叔［）ストツjく一につき当てます． 　　　⑪を④iこi ��十分に庄暮します． 

か節せます． ⑱ �　　⑪ I（ックランプ のコード �h �赤色コード 　eMコード 

肇”黒く＿ �⑪ �（・・‾、 
ブザーユ二・・ト �lックフン のコード 

ブザーユニット 　のコード �　ツ のコ－ド �ブザーユニット 　のコード �罵色コード 

手順1／回6 �手順2／図7 �手順3／図8 �手順4／図9 

回ブザーの固定

（1）ブザーユニットの取り付け位置を決めます．

運転善（こよく同こえる位種を選んでください．

（倒えは、リヤシートの裏側など．9配線図参照）

（2）ブザーユニットの裏表にブザーマット（片面シール）を賎

り付Iナます．

（3）ブザーユニットをネジなどで重体に取り付けます．

回コントロールユニットの固定

（1〉コントロールユニットの取り付け櫨賞を決めます．

高温、多湿にならない場所や荷物など標み磨るし時に邪

を剛こならない所を選んでください．（n配線図参照）

（2）コントロールユニットの裏鋤に両面テープ（5cmx
2cm／2櫨）を鮎り付けます．

（3）コントロールユニットを固定してください．

田動作確認

［・　言。案「i： �‾顕∴喜一∴i∴／‾　　　］ 
〃せンサーの機知相田や面舵の種田は事を動かして行わないでください．思わぬ事故につながる虜 

菌に磨ります．種田するときはなのエンジンを止め、魅書物をさに近づけて確かめてください． 

○ゼシザーの寄畑重囲や動作の種田を震暗面行うとバッテリーの清驚か濃しくなります． 

置僚機（こ示す掃き勤までの躍魅はセンサーとの瞳簾です．重体との塵義はせシザーの取り付け地所 

により変わります．取り付け纏、必ず越知鴫田を確かめてください． 

（1）バッテリーケーブルをマイナス嬉子lこ確実に鰹続します．

（2）キースイッチをONiこして、シフトレバーをバック（R）の位置にすると、露和を勉めます．

（3）照合機を事体に近づけ、せシザーの寄畑鴫田を確かめます．

つきのような状飯で使用すると験動作する地合かあります．

0AT霞でシフトのRレンジの切り告えをすばやく録り返すとブザー調り放しになります．

ゆっくり切り告えし直すと正継に戻ります．

08シザーに濡、富桂との具網かl付着したり、凄錯した地合．

0鶴利運、凹凸道，坂道、さむら密とで使用した地合．

0喜連（＋60℃以上）や低濃く一20℃以鴨の原境で使用した地合．

0ホコリのひどい重が吹いている場合．

0日喜連、魚種機の寒波、g瞳ノイズ捗と外棄ノイズを受けた場合．

（外来ノイズは、バイク、棄重機標との細さエンジンや回転灯のt動モータから舞生します）
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